
第１回学校訪問にみる各学校における取組 佐伯市立東雲中学校

東雲中学校では、「思いやりの心と説明する力を持ち、自他を大切にする生徒の育成～思いやりの心で人とつながり、人をつなぐ～」を目指し、定期・単元テスト、生徒アン
ケート等の分析結果をもとに短期で検証改善を進め、授業改善等に活かしている。

取組概要

【学校マネジメントの工夫】
◆定期テスト・単元テスト、生徒による授業評価アンケート等の分析結果を
もとに、短期で重点的取組と取組指標の検証・改善を効果的に行う仕組
みを整えている。

◆短期での検証・改善を踏まえ、年度途中でも達成指標等を更新し、生
徒の実態や指導の状況に応じた取組を進めている。

工夫・ポイント

◆PTA活動をスリム化、行事等の見直しを学期に1回実施する等して取組
の精選を図っている。

◆小中合同で行う行事について、小中合同会議において目的やタイムマネ
ジメントの視点から内容の精選や見直しを図っている。

働き方改革の工夫

「説明する力」の育成に向けた取組を推進

１人１台端末の活用

３学級１８名

授業づくりの工夫

カリキュラム表の作成と活用（全学年）

自分の考えをもち、書く
自分の考えを説明する、傾聴する

ハードルをリズミカルに跳ぶことに向けて、自分の試技やハードリングのポイントを示した動画を視聴して確認

国語科の学習と
関連する図書を
準備

学習形態の工夫
（協働的な学び）


